








連絡先：（公財）屋久島環境文化財団 
〒891-4205 鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦 823-1　 TEL0997-42-2900  FAX0997-49-1018

第3 回 世界自然遺産５地域会議  出席者紹介／それぞれの遺産管理上の課題と向き合う

伊集院 幼 鹿児島県大和村 村長
1961年鹿児島県大和村生まれ。1981年大和村役場に入庁
し職員を経て、2009 年から現職。職員時代の経験を活かし
「小さくとも光輝き続ける大和村」をスローガンに奄美初の温
泉施設誘致など精力的に活躍中。

元山 公知  鹿児島県宇検村 村長
1970 年鹿児島県宇検村生まれ。東京、沖縄で就職後Uター
ン。村議会議員を経て2019 年から村長。素晴らしい自然や
文化を守り、活かしながら次世代に繋いでいきたい。

知花 靖 沖縄県国頭村 村長※
1959 年沖縄県国頭村生まれ。東京で就学後、国頭村役場に
就職。企画課長、総務課長、副村長を経て2020 年村長就任。
世界自然遺産を子孫末裔まで世界の宝として引き継いでいく。

友
とも

寄
よせ

景
けい

善
ぜん
沖縄県大宜味村 村長

1955 年生まれ沖縄県大宜味村上原出身。1980 年村役場入
りし、大宜味村教育長、村議会議員を経て、2022 年10月
大宜味村長就任。大宜味村の自然環境の保全と負担を最小限
に抑えながら各種事業を展開し、村の地域活性化を図ってい
きたい。

當
とう

山
やま

全
まさ

伸
のぶ
沖縄県東村 村長

1948 年生まれ。沖縄県東村有銘出身。1973 年村役場入り
し経済課長、会計管理者などを務め、2009 年退職。2019
年東村長就任。世界に誇るこの豊かな自然を後世に繋ぐため
保全と利用の調和した地域活性化を図っていきたい。

高岡 秀規 鹿児島県徳之島町 町長
1959 年生まれ。町会議員を経て2007年から町長。鹿児島
県町村会長。自然との共生の中で生まれた文化を後世へと引
き継ぐとともに、生物多様性豊かな島の魅力を世界に発信し
たい。 

森田 弘光 鹿児島県天城町 町長
1951年天城町生まれ。明治大学政治経済学部卒業。1976
年天城町役場入庁。農政課長、総務課長などを歴任。2011
年天城町副町長選任。2018 年12月より現職（現在２期目）。

大久保 明 鹿児島県伊仙町 町長
1954年生まれ。徳之島徳洲会病院において院長を務めた後、
鹿児島県議会議員を経て2001年から町長に就任６期目。世
界に誇るふるさとの自然・文化を次世代に継承していきたい。

竹田 泰典 鹿児島県龍郷町 町長
1951年鹿児島県龍郷町生まれ。奄美大島の高校を卒業後、
龍郷町役場へ入庁。役場職員、副町長を経て2017年から町
長に就任し現在に至る。すばらしい龍郷町の自然・歴史文化
をまもり・継承し、島内外へPRしていきたい。

鎌田 愛人 鹿児島県瀬戸内町 町長
1963 年鹿児島県瀬戸内町生まれ。鹿児島で就学後、帰郷し
建設業に従事。町議会議員を経て2015 年町長就任。「環境
を守り自然と調和したシマ」を次世代へ引き継ぎたい。

前泊 正人 沖縄県竹富町 町長
1977年沖縄県石垣市生まれ。千葉で就職後、Uターンし竹
富町役場職員を経て2022年から町長。自然環境への負荷を
低減させる持続可能な観光の仕組みづくり等を通じて、観光
産業の高付加価値化、地域循環型経済の構築を目指す。

知床自然センター「知床の冒険」より

※は当会議幹事

山内 浩彰 北海道斜里町 町長※
1960 年斜里町生まれ。地元高校卒業後、しれとこ斜里農
業協同組合勤務、斜里町議会議員を経て、2023 年 4月か
ら斜里町長に就任。見て、感じて、学んで知床から世界に発
信する地球愛。「みどりと人間の調和を求めて」は我が町の
町是です。

高密度に生息するヒグマと住民生活、国立公
園利用の折り合いをつけることが喫緊の課
題。地域全体で軋轢解消へ向かう意識づくり
や観光客の過度の接近を防止するための抜本
的対策を探る。

知床
Shiretoko

湊屋 稔 北海道羅臼町 町長
2015 年 4月羅臼町長就任、2期目。「町民が幸福になるため
のＫプロジェクト」として、住民自らで創り上げるまちづくりを
推進。2020 年 5月には近隣７町の協力を得、自動車用ご当
地ナンバー「知床」を導入。2021年 3月、ゼロカーボンシティ
を宣言している。

村田 良介 公益財団法人 知床財団 理事長※
1954 年石川県で生まれ、愛知県で育つ。学生時代は考古
学を専攻し知床博物館、公民館、環境保全課、教育長を経
て2016 年から現職。知床の山と沢と海をこよなく愛す。

桑田 豊昭 青森県西目屋村 村長※
1957年青森県西目屋村生まれ、高校卒業後、県りんご試験
場実習生を経て実家の農業を継ぐ。村農業委員、村議会議
員を経て2021年から村長。白神山地を中心とした観光事
業を推進し、自然環境の保護と雇用による住民生活の安定
を図りたい。

原生ブナ林の保護は十分だが制度面で利用
が制約され、地域への経済的貢献も少ない。
世界遺産を核に２県７市町村を中心とする周
辺部の連携を深め、地域活性化方策など今後
の新たな利活用や野生動物との共生のあり方
を模索。

白神山地
Shirakami-Sanchi

平田 衛 青森県鰺ヶ沢町 町長
1959 年青森県鰺ヶ沢町生まれ。東海大学文学部史学科卒
業後、鰺ヶ沢町役場に勤務。2017年より町長に就任。「活
気のある賑やかなまち」、「子孫に託せる希望の持てるまち」
を目指して町政に取り組んでいる。

吉田 満 青森県深浦町 町長
1953 年青森県深浦町生まれ。東京で学生生活の後、帰郷
して農業を継ぐ。町議会議員を経て2008 年町長に就任。
日本一の大イチョウなど豊かな自然を後世に残していきたい。

佐々木 文明 秋田県藤里町 町長※
1956 年秋田県藤里町生まれ。高校卒業と同時に藤里町役
場に奉職。2011年 8月より藤里町長に就任。現在 3 期目
の最終年となり、白神山地世界遺産 30周年を盛大に盛り上
げたい。

堀内 満也 秋田県八峰町 町長
1976 年秋田県八峰町生まれ。北里大学獣医畜産学部卒業
後、県職員として勤務し、2022 年12月21日付で退職。
2023 年1月9日より町長に就任。町の人口減少を最重要
課題として取り組み、「町民が安心して暮らせる町づくり」を
目指す。

齋藤 滋宣 秋田県能代市 市長
1953年北海道勇払郡厚真町出身。中央大学経済学部卒業。
代議士秘書を務めた後、秋田県議会議員２期、参議院議員
１期を歴任し、能代市長に就任。

渋谷 正昭 東京小笠原村 村長 ※
学生時代にダイビングで小笠原に来島したことがきっかけで、
1983 年小笠原村役場入庁。ホエールウオッチング事業の立
ち上げに関わるなど、小笠原におけるエコツーリズムの振興
にも携わってきた。2021 年 9 月より現職。

外来種対策や固有種等希少種の保護を進め
るため、ペットの適正飼養などを村民ぐるみ
で進めるとともに、有識者の科学的助言の下
で動植物相互のかかわりを考えて現状を評価
し、随時対策を見直す順応的管理に取り組む。

小笠原諸島
Ogasawara Islands

屋久島
Yakushima

荒木 耕治 鹿児島県屋久島町 町長※
1950 年鹿児島県上屋久町 ( 現・屋久島町 ) 生まれ。高校ま
で屋久島で過ごし、東京へ進学。その後Uターンし1995
年上屋久町議会議員選挙で初当選、上屋久町議会議長など
を経て、2011年11月より現職。自然も生活も心も豊かな島
を目指す。

「屋久島環境文化村構想」や「屋久島憲章」
として関係者が共有してきた自然と共生する
生活文化を損なうことなく、山岳部環境保全、
エコツーリズム推進など既存の様々な取り組
みを進めるなかで、遺産管理の筋道をつける。

小野寺 浩（公財）屋久島環境文化財団 理事長※
1973 年から環境省で自然保護行政に携わる。国土庁、鹿児
島県出向時には国土計画、地域計画を、国立公園現地事務
所にも勤務。計画課長として新生物多様性国家戦略を策定し、
2005年自然環境局長で退任。東大、鹿児島大に勤務した後、
現職。

安田 壮平 鹿児島県奄美市 市長※
1979 年奄美市生まれ。東京に進学・就職後、28歳で帰郷。
NPO法人や市議会議員を経て2021年12月市長就任。新
しい時代に対応する未来都市・奄美市の実現に尽力したい。

４島は、野生生物の生息・生育環境と人の暮ら
しの場が近接。生態系管理型・環境文化型国
立公園の特色を活かしつつ、島ごとに全域を３
区分して遺産価値の保全を図る。とびとびに
連なる４島の連携と適正な管理実現も課題。

奄美大島、徳之島、
沖縄島北部及び西表島
Amami/Okinawa

櫻田 宏 青森県弘前市 市長
1959 年青森県弘前市生まれ。大学卒業後、弘前市役所に
入庁し、観光部長などを経て2018 年弘前市長に就任。「市
民生活を第一に」を念頭に、観光分野で培った経験を活かし、
「健康都市弘前の実現」に向け、市政運営に取り組んでいる。
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１． テーマ

「自然遺産に誘う波のしらべ、風のうた、森の祭り（仮称）」

地元の自慢の景色、自然の中での遊び、自然との暮らし、自然の中で感動したこと、不思議だなと思ったことなど

２． 応募資格

　町内の小中学校（公立・私立・支援学校等）に通う児童・生徒

３． 部門

　・「小学生の部」小中一貫校の場合は 1～ 6学年

・「中学生の部」小中一貫校の場合は 7～ 9学年

４． 作文条件

　・作　品：未発表作品

　・文字数：（原稿用紙枚数）1000 ～ 1200 字（400 字詰め原稿用紙 3枚）

　・用　紙：400 字詰め原稿用紙

５． 応募

　・作　品：1人 1作品まで

　　　・記　入：作品 3枚目裏面に「名前、住所、連絡先（電話番号）保護者名、学校名、

学年」を記入　名前には必ずフリガナを付けてください。

　　　・締　切：2025 年 2月末日（当日消印有効）

　　　・方　法：応募先窓口持参もしくは郵送

　　　・応募先：斜里町「作文コンクール事務局（仮称）」

　〒099-4192 北海道斜里郡斜里町本町 12 番地　電話番号：0152-23-3131

６． 入選発表と表彰

「小学生の部」入選作 1作品　町広報で発表　賞状・記念品授与

「中学生の部」入選作 1作品　町広報で発表　賞状・記念品授与

入選発表は 3月中旬頃に町のホームページで発表いたします。

作品とともに作者名、学校名、学年を公表します。

入選作は次に自然遺産知床地域の代表作品の選考対象となります。

その詳細については、事前に入選者にご連絡いたします。

　世界自然遺産と私たち
みつけた！自然のふしぎ・自然と暮らすたのしみ

テーマは

各地域の最優秀賞受賞者は

（知床、白神、小笠原、屋久島、奄美・沖縄）

日時：2025年 6月5日（木）11：00～ 18：00
会場：万博EXPOホール（シャインハット）

プログラム
１．「世界自然遺産と私たち」こども作文コンクール授賞式
２．日本の世界自然遺産「千の自然・千の時間」に出会う
　　（大型自然映像・トーク・芸能パフォーマンス）
３．国際シンポジウム「世界自然遺産を引き継ぎ生かす・共生と循環の理念（仮）」
４．世界自然遺産5地域からの提言

作
文
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集



こども作文コンクール　募集要項
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ス
タ
ー
な
ど
の
持
ち
込
み
も
可
能

各
地
域
で
用
意



3000
2700

700

500

10
00

展
示
パ
ネ
ル
＋
展
示
台
の
構
成
例
：
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
上
に
自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
（
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
は
追
っ
て
ご
提
案
し
ま
す
）

連
続
す
る
パ
ネ
ル
の
枚
数
を
自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。
原
稿
は
各
地
域
と
相
談
し
な
が
ら
作
成
。（
奄
美
・
沖
縄
地
域
は
、
概
要
パ
ネ
ル
１
・
紹
介
パ
ネ
ル
5
で
構
成
）

A
案
・
例
①

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像
：
3

・
展
示
パ
ネ
ル
：
１

・
実
物
展
示
パ
ネ
ル
：
２

※
展
示
パ
ネ
ル
に
は
ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み

展
示
も
可
能

A
案
・
例
②

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像
：
3

・
展
示
パ
ネ
ル
：
2

・
実
物
展
示
パ
ネ
ル
：
1

※
展
示
パ
ネ
ル
に
は
ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み

展
示
も
可
能

A
案
・
例
③
 

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
大
型
パ
ネ
ル
：
２

・
映
像
：
1

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
：
１

・
実
物
展
示
パ
ネ
ル
：
２

※
展
示
パ
ネ
ル
に
は
ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み

展
示
も
可
能

千の自然・千の時間

◯◯地域概
要
パ
ネ
ル

大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
解
説
文
な
ど

大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
解
説
文
な
ど

展
示
パ
ネ
ル

写
真
・
解
説
文
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど

展
示
パ
ネ
ル

写
真
・
解
説
文
な
ど

展
示
パ
ネ
ル

ポ
ス
タ
ー
な
ど

展
示
パ
ネ
ル

写
真
・
解
説
文
な
ど

実
物
展
示

3000
2700

700

500

10
00

千の自然・千の時間

◯◯地域

地
図

地
図

概
要
パ
ネ
ル

実
物
展
示

千
の
自
然
・
千
の
時
間

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

実
物
展
示

実
物
展
示

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

大
型
パ
ネ
ル

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
解
説
文
な
ど

3000
2700

700

500

10
00

千の自然・千の時間

◯◯地域

地
図

概
要
パ
ネ
ル

映
像

実
物
展
示

千
の
自
然
・
千
の
時
間

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

実
物
展
示

実
物
展
示

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

千
の
自
然
・
千
の
時
間

モ
ニ
タ
ー

モ
ニ
タ
ー

モ
ニ
タ
ー

展
示
パ
ネ
ル

ポ
ス
タ
ー
な
ど



展
示
パ
ネ
ル
＋
展
示
台
の
構
成
例
：
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
上
に
パ
タ
ー
ン
を
決
め
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
配
置
す
る
場
合

連
続
す
る
パ
ネ
ル
の
枚
数
を
自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。
原
稿
は
各
地
域
と
相
談
し
な
が
ら
作
成
。（
奄
美
・
沖
縄
地
域
は
、
概
要
パ
ネ
ル
１
・
紹
介
パ
ネ
ル
5
で
構
成
）

3000
2700

700

500

10
00

B
案
・
例
①

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像
：
3

・
展
示
パ
ネ
ル
：
１

・
実
物
展
示
：
２

※
展
示
パ
ネ
ル
は
布
製
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
想
定

ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み
展
示
も
可
能

B
案
・
例
②

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像
：
2

・
展
示
パ
ネ
ル
：
3

・
実
物
展
示
：
1

※
展
示
パ
ネ
ル
は
布
製
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
想
定

ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み
展
示
も
可
能

B
案
・
例
③
 

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
展
示
パ
ネ
ル
：
5

・
映
像
：
1

※
展
示
パ
ネ
ル
は
布
製
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
想
定

ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み
展
示
も
可
能

千の自然・千の時間

◯◯地域概
要
パ
ネ
ル

大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
解
説
文
な
ど

大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
解
説
文
な
ど

展
示
パ
ネ
ル

展
示
パ
ネ
ル

展
示
パ
ネ
ル

実
物
展
示

3000
2700

700

500

10
00

千の自然・千の時間

◯◯地域

地
図

地
図

概
要
パ
ネ
ル

実
物
展
示

千
の
自
然
・
千
の
時
間

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

実
物
展
示

実
物
展
示

3000
2700

700

500

10
00

千の自然・千の時間

◯◯地域

地
図

概
要
パ
ネ
ル

映
像

実
物
展
示

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

千
の
自
然
・
千
の
時
間

モ
ニ
タ
ー

モ
ニ
タ
ー

モ
ニ
タ
ー

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

千
の
自
然
・
千
の
時
間

展
示
パ
ネ
ル

展
示
パ
ネ
ル

展
示
パ
ネ
ル

展
示
パ
ネ
ル

展
示
パ
ネ
ル

ポ
ス
タ
ー
な
ど

展
示
パ
ネ
ル

ポ
ス
タ
ー
な
ど



展
示
パ
ネ
ル
イ
メ
ー
ジ

B
案
・
例
①
の
場
合

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像
：
3

・
展
示
パ
ネ
ル
：
１

・
実
物
展
示
パ
ネ
ル
：
２

※
展
示
パ
ネ
ル
は
布
製
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
想
定

ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み
展
示
も
可
能

B
案
・
例
②
の
場
合

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像
：
3

・
展
示
パ
ネ
ル
：
2

・
実
物
展
示
パ
ネ
ル
：
1

※
展
示
パ
ネ
ル
は
布
製
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
想
定

ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み
展
示
も
可
能

B
案
・
例
③
の
場
合

・
概
要
パ
ネ
ル
（
共
通
）

・
展
示
パ
ネ
ル
：
5

・
映
像
：
1

※
展
示
パ
ネ
ル
は
布
製
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
想
定

ポ
ス
タ
ー
等
の
持
ち
込
み
展
示
も
可
能

千の自然・千の時間

◯◯地域概
要
パ
ネ
ル

大
型
パ
ネ
ル
＋
映
像

展
示
パ
ネ
ル

実
物
展
示

千の自然・千の時間

◯◯地域

地
図

地
図

概
要
パ
ネ
ル

映
像

展
示
パ
ネ
ル

展
示
パ
ネ
ル

実
物
展
示

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

実
物
展
示

実
物
展
示

千の自然・千の時間

◯◯地域

地
図

概
要
パ
ネ
ル

映
像

展
示
パ
ネ
ル

実
物
展
示

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

展
示
パ
ネ
ル

ポ
ス
タ
ー
な
ど

展
示
パ
ネ
ル

ポ
ス
タ
ー
な
ど

展
示
パ
ネ
ル

ポ
ス
タ
ー
な
ど

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

展
示
パ
ネ
ル

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

展
示
パ
ネ
ル

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

写
真

千
の
自
然
・
千
の
時
間

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
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